
令
和
8年
６
月
定
例
会

令
和
8年
６
月
定
例
会

く
ら
し
 充
実
・安
心
の
た
め
に！

く
ら
し
 充
実
・安
心
の
た
め
に！

令
和
8年
6月
第
１
回
会
議

令
和
8年
6月
第
１
回
会
議

一般会計補正予算ピックアップ
一般会計補正予算ピックアップ  22
一
般
質
問

一
般
質
問

９
議
員
が
町
政
を
問
う

９
議
員
が
町
政
を
問
う
 ８８

主
な
内
容

表
紙
の
写
真

給
食
、
美
味
し
い
で
す
！
  P16に

関
連
記
事

令
和
８
年
７
月
2２
日
発
行

岩
手
県
紫
波
町
議
会

議
会
だ
よ
り

N
o.218

2026

耳
で
も
聞
け
る



議会だより　　　   No.218　令和8年7月22日発行 2

6
月
会
議

4
月
会
議
・
6
月
第
2
回
会
議

一
般
質
問

議
会
モ
ニ
タ
ー

特
　
　
　
　
集

ま
ち
の
声

6
月
会
議

認知症施策の推進

　町長より提出された予算６・契約２・財産取得２・
条例２・報告16・人事15の合計43案件について審議
した結果、全て原案のとおり全会一致で可決しました。
　一般質問では９議員が登壇し、地域循環型社会、自
殺対策、スクールバス、農業支援、郷土料理、高齢者
支援、食の安全、協働の町づくり、町営住宅などにつ
いて町の考えを質

ただ

しました。

社
会
福
祉
費

令和8年度一般会計予算を
1億4579万円減額し
163億9042万円とする

ものです。

一般会計補正予算2～4号一般会計補正予算2～4号

原案可決原案可決

第10期元気はつらつ高齢者計画を策定
するための意見聴取の場や、認知症につ
いての勉強会など委託料として200万円。
また、認知症の人も集える居場所を拡大
するための委託料として300万円。
（国庫支出金)

くらし 充実・安　心くらし 充実・安　心のために！のために！

公用車の入れ替え自
動
車
購
入
費

町長車の車両入替のための費用。
現在の車両は中古のリース契約で７年
経過、車両の継続リースでは経費高と
なるため新車購入とした。
現在と同等の車両になる予定。
（一般財源)

760万円

古館公民館ふれあいホールの屋根
改修工事。防水シートの劣化が原
因。シートを剥がして交換する。
別の工法も検討したが従来工法で
の修繕が最善となった。（一般財源)

古館公民館ホールの雨漏り修繕
公
民
館
費

　
工
事
請
負
費

655万円

500万円
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6
月
会
議

4
月
会
議
・
6
月
第
2
回
会
議

一
般
質
問

議
会
モ
ニ
タ
ー

特
　
　
　
　
集

ま
ち
の
声

6
月
会
議

6月2日～1１日

定例会定例会
6月会議6月会議

導入から33年経過している1台を
更新。離れた水源からの圧送能力
を重視してポンプ車両を選定した。
令和９年度までに購入、配備の予
定。
（一般財源)

昨今のクマ対策も兼ね、生徒の安全確
保を目的としたスクールバス運行のた
めの運転業務委託料。
西の杜小学校のスクールバスと同じル
ートで水分コースと片寄コースを設定
し、停留所も共用する。登校時は１便、
下校時は２便を予定。 対象生徒は31
人ほどを見込む。（一般財源)

消防ポンプ自動車の購入

紫波第三中学校のスクールバス運行

消
防
車
両
更
新

学
校
管
理
費
委
託
料

一般会計補正予算 ピックアップ

3300万円

994万円

バレーボールで活気あるまちづくり 企
画
費

　
実
行
委
員
会
負
担
金

バレーボールでつながるまちプ
ロジェクト実行委員会への負担
金。内訳は大会開催負担金、ナ
ショナルチームに係る経費、国
際親善試合の開催費用。新社会
人リーグへの参加に係る経費の
追加など。（国庫支出金など)

くらし 充実・安　心くらし 充実・安　心のために！のために！

3275万円

採決：全員賛成　6月11日次ページ：その他の審議ピックアップ！

令和８年９月からの運行予定
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6
月
会
議

4
月
会
議
・
6
月
第
2
回
会
議

一
般
質
問

議
会
モ
ニ
タ
ー

特
　
　
　
　
集

ま
ち
の
声

6
月
会
議

紫波町新学校給食センターの請負契約の締結

設計・建設業務の請負契約　　　　　議案第41号

令和10年1月の開設を目指す

・構造　地上1階建て(鉄骨造)
・延べ床面積　約2,144㎡
・調理能力　最大3,000食/日 外観イメージ図

厨房設備設置業務の請負契約　　 議案第42号

請負者　Food Base Shiwa 特定建設工事共同企業体（橘建設㈱・岡崎建設㈱・㈱トミオカ・㈱中居都市建築設計）

請負者　株式会社中西製作所 盛岡営業所

契約案件
審議

請負者　Food Base Shiwa 特定建設工事共同企業体
契約金額 17億9975万円契約金額 17億9975万円

契約金額 4億3780万円契約金額 4億3780万円

採決：全員賛成

採決：全員賛成

以
前
の
計
画
よ
り
工
事
費

が
圧
縮
さ
れ
た
要
因
は
。

問

食
育
推
進
の
観
点
で
新
し

い
給
食
セ
ン
タ
ー
が
果
た
す
役

割
は
。

問

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
児
童

生
徒
の
数
は
。
ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー

室
で
ど
こ
ま
で
対
応
で
き
る
の
か
。

問

施
設
休
止
時
の
有
効
活
用
と
し

て
、
野
菜
加
工
の
設
備
は
あ
る
の
か
。

問

ア
レ
ル
ギ
ー
対
象
は
全
9
品
目

の
内
、
小
麦
を
除
く
8
品
目
に
対
応

す
る
予
定
。
人
数
は
個
別
面
談
な
ど

で
確
認
す
る
。
20
人
程
度
を
想
定
し

て
い
る
。

答

場
所
は
確
保
し
て
い
る
。
夏
休

み
な
ど
長
期
休
暇
で
稼
働
し
な
い
施

設
を
有
効
活
用
す
る
目
的
で
、
旬
の

農
産
物
を
加
工
し
、
真
空
パ
ッ
ク
に

す
る
作
業
を
検
討
し
て
い
る
。

答

工
事
管
理
で
業
者
提
案
が

あ
り
、
民
間
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
用
し
て
圧
縮
し
た
。

答

新
し
い
機
器
の
導
入
で
、

ク
ラ
ス
単
位
の
詳
細
な
記
録
が

可
能
と
な
り
、
残
食
に
応
じ
た

教
材
作
成
や
食
育
が
で
き
る
。

さ
ら
に
施
設
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
コ
ー
ナ

ー
か
ら
各
学
校
へ
食
育
授
業
の

配
信
や
調
理
作
業
の
モ
ニ
タ
ー

見
学
も
可
能
と
な
る
。

答

雇
用
の
見
込
は
。

問

調
理
員
で
35
人
ぐ
ら
い

の
雇
用
を
想
定
し
て
い
る
。

答

維
持
管
理
費
や
光
熱
費
、

今
の
施
設
と
比
較
し
て
経
費
削

減
効
果
は
ど
う
か
。

問

建
物
を
コ
ン
パ
ク
ト
な
平

屋
に
す
る
こ
と
で
、
大
規
模
改

修
時
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を

抑
え
る
計
画
と
し
て
い
る
。
熱

源
は
省
エ
ネ
機
器
の
導
入
で
約

12
％
削
減
で
き
る
も
の
と
試
算

し
て
い
る
。

答

厨
房
の
設
置

厨
房
の
設
置

建
物
の
工
事

建
物
の
工
事

　
こ
れ
ま
で
外
部
委
託
し
て
い
た

米
飯
を
自
前
炊
飯
し
、
多
彩
な
メ

ニ
ュ
ー
を
提
供
し
ま
す
。

　
旧
養よ
う
り
じ
ょ
う

鯉
場
跡
地
（
紫
波
町
自
転
車
競
技
場
北
側
）
に
移

転
が
決
ま
っ
た
新
給
食
セ
ン
タ
ー
。
今
回
の
契
約
議
決
を

受
け
て
令
和
８
年
10
月
着
工
、
９
年
11
月
工
事
完
了
の
予

定
で
新
築
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

施設の予定地
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6
月
会
議

4
月
会
議
・
6
月
第
2
回
会
議

一
般
質
問

議
会
モ
ニ
タ
ー

特
　
　
　
　
集

ま
ち
の
声

6
月
会
議

学習用／指導用タブレット端末（動産）の買入れ取得

紫波町印鑑条例の一部を改正する条例 議案第４９号

令和８年度紫波町再生可能エネルギー事業
特別会計補正予算（第１号）　議案第４８号

学習者用タブレット端末 議案第43号

出入国管理および難民認定法等の一部を改正する法律の施行に伴い、印鑑登録証明
書の交付を受けようとする者が、その申請にあたり提示し、または用いるものに特
定在留カードなどを加えようとするもの。

歳入歳出それぞれ72万円を増額し、総額4億3618万円とするもの。

指導者用タブレット端末 議案第44号

取得先　株式会社システムベース 取得先　株式会社システムベース

財産取得
審議

条例審議

特別会計
審議

2576台の取得 1億3411万円2576台の取得 1億3411万円 182台の取得 1153万円182台の取得 1153万円

採決：全員賛成 採決：全員賛成

採決：全員賛成

今
回
の
端
末
更
新
に
至

っ
た
理
由
は
。

問

導
入
か
ら
6
年
が
経
過

し
、
バ
ッ
テ
リ
ー
劣
化
に
よ

る
動
作
遅
延
が
顕
著
に
な
っ

て
い
た
。
さ
ら
に
現
在
の
シ

ス
テ
ム
サ
ポ
ー
ト
の
期
限
が

迫
っ
て
お
り
、
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
更
新
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
た
め
、
継
続
利
用
は
困
難

と
判
断
し
た
。

答

建
設
費
の
負
担
金
が
当
初

予
算
で
は
な
く
補
正
予
算
で
計

上
さ
れ
た
理
由
は
。

問

現
在
、
東
北
電
力
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
株
式
会
社
の
送
電
線
に

よ
り
東
北
電
力
か
ら
電
気
供
給

を
受
け
て
い
る
が
、
売
電
の
線

が
併
用
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、

計
量
器
な
ど
の
設
置
工
事
が
必

要
。
こ
の
工
事
費
に
つ
い
て
東

北
電
力
と
令
和
7
年
度
か
ら
交

渉
し
て
い
た
が
、
8
年
度
に
な

っ
て
か
ら
金
額
が
示
さ
れ
た
も

の
で
補
正
予
算
と
な
っ
た
。

答

新
し
い
端
末
の
特
徴
は
。

問

基
本
ソ
フ
ト
を
グ
ー
グ

ル
ク
ロ
ー
ム
に
変
更
し
た
。

起
動
が
早
く
、
授
業
時
間
を

有
効
に
活
用
で
き
、
故
障
時

の
対
応
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
多

い
の
が
特
徴
。
現
行
端
末
よ

り
画
面
サ
イ
ズ
が
大
き
く
な

り
、重
さ
は
若
干
軽
く
な
る
。

答

制
度
を
説
明
す
る
職

員
の
窓
口
対
応
体
制
は
。

問

特
定
在
留
カ
ー
ド
紛

失
時
の
対
応
は
。

問

町
に
は
５
月
末
現
在

で
21
カ
国
を
超
え
る
国
々

か
ら
１
４
５
人
の
在
留
資

格
者
が
い
る
。
日
頃
か
ら

マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
を
整
備

し
て
対
応
し
て
い
る
。
ま

た
、翻
訳
機
能
の
活
用
や
、

外
国
語
に
堪
能
な
職
員
が

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

答

出
入
国
在
留
管
理
庁

と
連
携
す
る
。

答

採決 賛成13 吉
田

鈴
木

橋
浦

佐
藤

浅
沼

北
條

熊
谷 藤

原
根
水

佐
々
木

阿
部
秀

阿
部
美

細
川
久反対4細

川
惠

及
川

髙
橋

村
上

髙橋 敬子 議員
事業がどれほど拡大す
るのか、見込額がどこ
まで大きくなるか分か
らない段階で、決する
わけにはいかない。特
別会計にした意味がな
く、補正も再度検討す
る必要がある。

反 対

武田平八議員は、議長のため裁決には加わっていません。

外
国
人
対
応

外
国
人
対
応

謝
金
・
負
担
金
の
追
加

謝
金
・
負
担
金
の
追
加

タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入

タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入

新しいタブレットで快適学習！
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6
月
会
議

4
月
会
議
・
6
月
第
2
回
会
議

一
般
質
問

議
会
モ
ニ
タ
ー

特
　
　
　
　
集

ま
ち
の
声

6
月
会
議

一般会計予算を3150万円追加し、165億3620万円とするもの。
髙た

か

橋は
し

正せ
い

光こ
う

（
志
和
）

横よ
こ

沢さ
わ

里さ
と

史し

（
長
岡
）

佐さ

さ々

木き

浩ひ
ろ

哉や

（
古
館
）

佐さ

藤と
う

廣ひ
ろ

志し

（
志
和
）

横よ
こ

沢さ
わ

一か
つ

則の
り
（
長
岡
）

大お
お

沼ぬ
ま

仁ひ
と

志し

（
赤
石
）

岡お
か

市い
ち

充あ
つ

司し

（
赤
石
）

髙た
か

橋は
し

伸の
ぶ

夫お

（
古
館
）

小お

幡ば
た

理ま
さ

人と

（
赤
石
）

鈴す
ず

木き

芳よ
し

勝か
つ

（
日
詰
）

山や
ま

田だ

　
　
　
讓ゆ
ず
る（
赤
沢
）

吉よ
し

田だ

夏な
つ

生み

（
赤
沢
）

西に
し

田だ

真し
ん
之の

介す
け
（
水
分
）

蒲が

生も
う

庄し
ょ
う

平へ
い

（
佐
比
内
）

野の

村む
ら

裕ゆ
う

一い
ち
（
彦
部
）

人 事 案 件　 6月11日

　
紫
波
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
の
委
員
に
つ
い
て
、
次
の
3
人
を

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
紫
波
町
農
業
委
員
会
の
委
員
に
つ

い
て
、
次
の
12
人
を
任
命
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

固定資産評価審査
委員選任の同意 紫波町農業委員会　委員任命の同意

令和８年度紫波町再生可能エネルギー事業
特別会計補正予算（第２号）　議案第５１号

歳入歳出それぞれ1035万円を増額し、総額4億4653万円
とするもの。メタン発酵バイオガス発電設備工事費

特別会計
審議

採決：全員賛成

・令和8年11月末 ･･･････････ 工事完了予定
・令和8年12月1日 ･････････ 試験運転開始
・令和9年4月 ････････････････ 本稼働

・土木等工事 ･･･････････ 59.8%
・プラント製作 ･････････ 93.0%

・既存機械設備の公売に伴なう解体費の削減 ･･･ 減額
・消化液貯蔵庫建設における設計改良(配筋) ･･･ 減額
・消化液貯蔵庫建設における設計変更(塗装) ･･･ 増額
・施設内空調の改良(スポットクーラー設置) ･･･ 増額
・施設内設備の追加(ローラーコンベア設置) ･･･ 増額

発
電
設
備
工
事
費
の
現
場
精

査
に
よ
る
変
更
は
、
い
つ
判
明
し

た
の
か
。

問

今
後
も
事
業
費
が
拡
大
す
る

と
予
測
で
き
る
が
、
ど
こ
ま
で
許

容
す
る
の
か
。
や
め
る
こ
と
は
な

い
か
。

問

現
場
協
議
を
行
う
中
で
工
法

や
費
用
な
ど
最
善
な
方
法
が
見
え

て
く
る
。
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
や

ロ
ー
ラ
ー
コ
ン
ベ
ア
な
ど
を
新
た

に
追
加
す
る
べ
き
と
い
う
意
見
が

あ
り
、
増
額
と
な
っ
た
。
い
ず
れ

も
工
事
進
行
中
の
4
月
以
降
に
判

明
し
て
い
る
。

答

途
中
で
や
め
る
と
さ
ら
に
費

用
が
か
か
る
の
で
、
完
遂
を
目
指

す
。
ど
こ
ま
で
許
容
す
る
か
は
、

協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
必
要
な
変

更
も
支
出
を
最
小
限
に
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
。

答 工
事
の
変
更
・
追
加

工
事
の
変
更
・
追
加

より良い施設になるよう
努力しています！

主な変更・追加・削減項目

事業進捗率(令和8年5月末現在)

稼働までの今後のスケジュール

建設中の液肥タンク棟
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4
月
会
議
・
6
月
第
2
回
会
議

令和８年度一般会計補正予算（第１号）議案第３８号

一般会計予算を3150万円追加し、165億3620万円とするもの。

芝生の良好な管理・水道使用量削減につながる（企業版ふるさと納税）
◆◆運動公園陸上競技場に移動式スプリンクラー導入 運動公園陸上競技場に移動式スプリンクラー導入  550万円550万円

４月の施設調査で不具合が判明し、改修工事が必要となった（一般財源）
◆道の駅レストラン果里ん亭(紫波町物産館)空調改修工事 ◆道の駅レストラン果里ん亭(紫波町物産館)空調改修工事 1100万円1100万円

動作不具合が判明し、機器交換が必要となった（一般財源）
◆◆赤石小学校の防火シャッターユニット交換工事赤石小学校の防火シャッターユニット交換工事 1650万円1650万円

4月21日

定例会
4月会議 ピックアップ 採決：全員賛成

6月25日

定例会
6月第2回会議

紫波中央駅東口通路建物　議案第６７号

JR東日本が施工する紫波中央駅東口通路の建物を町が買い入れるもの。

取得先　東日本旅客鉄道株式会社
取得予定額 1億4959万円　

財産取得
審議

採決：全員賛成

建
物
は
取
得
だ
が
、
土
地
は
ど
う

す
る
の
か
。

問

維
持
管
理
の
試
算
は
。

問

防
犯
対
策
は
。

問

土
地
は
Ｊ
Ｒ
か
ら
借
り
る
こ
と
に

な
る
。
借
地
料
は
現
在
協
議
中
。

答

駅
前
広
場
や
簡
易
改
札
機
と
合
わ

せ
て
町
が
維
持
管
理
を
行
う
。
お
お
む

ね
年
間
１
０
０
万
円
と
し
て
い
る
。

答

通
路
内
に
広
角
の
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
す
る
。

答 東
口
の
整
備

東
口
の
整
備

完成イメージ図

通路出入口（東側）

紫波中央駅 東口利用開始は、令和10年１月の予定です｡

人口減少対策調査特別員会での検討を政策提言としてまとめ、

決議書として発議しました。

多角的な視点から人口減少について５つの政策提言
●提言１：農業者の担い手確保と育成　　　　　●提言２：空き家・空き地対策

●提言３：移住定住・選ばれる町、戻りたい町　●提言４：多世代同居支援事業

●提言５：地域コミュニティづくり

発議 案とは… 議会の会議において、議員が提出す

る議案で、 条例案や意見書案、決議

案などがあります。

発 議 案 第2号

人口減少を見据えた持続可能な町へ！人口減少を見据えた持続可能な町へ！

議会の意思を示す 発議案

●
詳
細
は
議
会
だ
よ
り
10
月
号

に
掲
載
し
ま
す
。

●
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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9
議
員
が

 
一
般
質
問
6
月
会
議
の
傍
聴
者
は
延
べ
31
人
で
し
た
。

お
越
し
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

一
般
質
問
と
は
：
議
員
の
視
点
か
ら
町
の
行

政
全
般
に
対
し
質
問
し
、
政
策
的
な
議
論
を

す
る
場
で
す
。

音
声
版
は
ペ
ー
ジ
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

髙髙た
か
た
か
橋橋は
し
は
し
敬敬け
い
け
い
子子ここ

阿阿あ

べ

あ

べ部部
秀秀ひ
で
か
ず

ひ
で
か
ず一一

藤藤ふ
じ
わ
ら

ふ
じ
わ
ら原原

惠惠け
い
け
い

子子ここ

橋橋は
し
う
ら

は
し
う
ら浦浦
栄栄え
い
い
ち

え
い
い
ち一一

鈴鈴す
ず
す
ず
木木きき

　　
博博ひ
ろ
し

ひ
ろ
し

細細ほ
そ
か
わ
け
い
い
ち

ほ
そ
か
わ
け
い
い
ち

川川
惠惠
一一

村村む
ら
か
み

む
ら
か
み上上

み
さ
と

み
さ
と

佐佐さ

さ

き

さ

さ

き
々
木
々
木
純純じ
ゅ
ん
こ

じ
ゅ
ん
こ子子

及及お
い
か
わ

お
い
か
わ川川
ひ
と
み

ひ
と
み

◦
メ
タ
ン
発
酵
バ
イ
オ
ガ

ス
発
電

◦
生
涯
現
役
社
会
　
ほ
か

◦
高
齢
者
の
安
心
し
た
暮

ら
し
支
援

◦
自
殺
対
策

◦
食
の
安
全

◦
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

◦
農
業
支
援

◦
自
治
体
経
営
と
住
民
参
加

◦
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

◦
食
育
推
進
計
画

◦
健
診
に
よ
る
健
康
増
進

◦
町
営
住
宅
建
て
替
え

◦
町
営
駐
車
場

メ
タ
ン
発
酵
バ
イ
オ
ガ

ス
発
電
は
理
論
上
有
効

だ
が
、
上
手
く
い
か
な
い
事

例
も
複
数
あ
る
。
導
入
コ
ス

ト
や
採
算
性
の
調
査
、
住
民

合
意
の
プ
ロ
セ
ス
は
。

令
和
４
年
度
に
導
入
可

能
性
調
査
を
行
い
、
適

し
た
設
備
規
模
や
方
式
に
つ

い
て
検
討
し
た
。
売
電
収
益

以
外
に
、
生
ゴ
ミ
処
理
施
設

と
し
て
ご
み
処
理
経
費
全
体

の
抑
制
効
果
を
含
め
、
採
算

性
を
検
討
し
て
い
る
。

　
住
民
合
意
は
、
こ
れ
ま
で

に
志
和
第
8
行
政
区
で
説
明

会
を
４
回
開
催
し
、
新
山
地

区
環
境
を
守
る
会
臨
時
総
会

で
同
意
を
得
て
い
る
。

原
料
確
保
の
計
画
未
達

や
、
発
電
量
が
想
定
を

下
回
る
場
合
な
ど
の
対
策
は
。

原
料
は
、
4
年
度
の
収

集
・
処
理
実
績
に
基
づ

い
て
設
備
設
計
を
し
て
い

る
。
発
電
量
や
収
益
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
に
左
右
さ
れ

る
た
め
、
継
続
的
に
監
視
し

て
必
要
な
対
応
を
行
う
。

　
将
来
的
に
生
ご
み
が
減
少

し
て
い
く
場
合
、
廃
棄
リ
ン

ゴ
を
投
入
す
る
な
ど
を
検
討

す
る
。
ま
た
、
生
ご
み
の
減

少
は
ご
み
減
量
の
成
果
で
も

あ
る
と
捉
え
、
引
き
続
き
ご

み
削
減

施
策
に

も
取
り

組
ん
で

い
く
。

コストや採算性は
調査を行い検討した

問問

答

メタン発酵バイオガス発電

町長

町長

髙
たかはし

橋敬
け い こ

子 議員

【　　　　　】議員の一般質問
・答弁の動画は
QRコードから

簡単な仕組みは
調節しやすい。逆は？

　
　
　
　
　
　
　
　

生
涯
現
役
社
会
の
実
現
／

外
国
籍
住
民
、
外
国
人
労

働
者
の
受
け
入
れ
／
「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
金
」

に
よ
る
住
民
の
負
担
増
加

と「
子
供
政
策
の
適
正
化
」

こ
の
ほ
か
の
質
問

ガスを生み出す発酵槽
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児
童
生
徒
の
自
殺
者
数

は
全
国
的
に
増
加
傾
向

に
あ
り
、
昨
年
は
統
計
開
始

以
降
で
最
多
と
な
っ
た
。
町

で
は
自
殺
対
策
計
画
を
策
定

し
て
い
る
が
、
協
議
会
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
。

「
い
の
ち
支
え
る
自
殺

対
策
協
議
会
」
で
委
員

と
情
報
交
換
な
ど
を
行
い
な

が
ら
、
総
合
的
に
施
策
を
推

進
し
て
い
る
。
要
保
護
児
童

対
策
地
域
協
議
会
の
実
務
者

会
議
や
個
別
ケ
ー
ス
検
討
会

議
な
ど
で
委
員
の
専
門
性
を

生
か
し
な
が
ら
、
細
や
か
に

協
議
し
対
応
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
現
在
の
仕
組
み

を
最
大
限
活
用
し
て
取
り
組

み
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
く
。

学
校
や
家
庭
、
地
域
、

関
係
機
関
が
連
携
し
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、
児

童
・
生
徒
の
通
学
時
の

交
通
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
同

時
に
安
全
確
保
の
イ
ン
フ
ラ

と
捉
え
る
。
昨
今
の
ク
マ
出

没
な
ど
鳥
獣
被
害
リ
ス
ク
に

対
し
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

規
程
の
安
全
面
を
ど
の
よ
う

に
評
価
す
る
か
。

近
年
の
ク
マ
の
出
没
状

況
を
踏
ま
え
、
通
学
距

離
だ
け
で
は
な
く
、
通
学
路

に
お
け
る
危
険
箇
所
や
獣
害

リ
ス
ク
と
い
っ
た
要
素
も
含

め
、
よ
り
多
角
的
な
視
点
か

ら
安
全
性
を
評
価
す
る
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
今
後
は
必
要
に
応
じ
て
規

定
お
よ
び
運
行
基
準
の
見
直

し
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

安
全
性
の
向
上
に
努
め
る
。

子
ど
も
や
若
者
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を

早
期
に
把
握
し
支
援
に
つ
な

げ
る
た
め
の
具
体
的
な
取
り

組
み
は
。

「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
教

室
」
を
中
学
校
1
校
と

各
小
学
校
の
5
年
生
を
対
象

に
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

9
月
に
県
事
業
の
「
こ
こ
ろ

と
か
ら
だ
の
健
康
観
察
」
を

行
い
、
ス
ト
レ
ス
状
況
を
把

握
し
必
要
に
応
じ
て
教
育
相

談
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
Ｓ
Ｏ

Ｓ
を
早
期
に
発
見
す
る
取
り

組
み
を
毎
年
進
め
て
い
る
。

　
今
後
も
地
域
の
関
係
機
関

と
も
情
報
交
換
を
行
っ
て
、

適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い

く
。

西
の
杜
小
学
校
、
紫
波

東
小
学
校
と
紫
波
第
二

中
学
校
が
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運

行
さ
れ
て
い
る
。
通
常
運
行

時
に
お
け
る
平
均
乗
車
率
と

空
席
状
況
を
ど
の
よ
う
に
把

握
し
て
い
る
の
か
。

利
用
申
込
者
数
と
車
両

定
員
か
ら
算
出
す
る

と
、
空
席
数
は
平
均
で
６
席

程
度
と
な
っ
て
お
り
、
一
定

の
余
裕
を
確
保
し
て
い
る
。

　
今
後
、
乗
車
状
況
の
推
移

を
注
視
し
な
が
ら
、
必
要
に

応
じ
て
運
行
の
在
り
方
の
検

討
を
進
め
る
。

ＳＯＳを早期に発見する取り組みは

児童・生徒の通学安全の取り組みは

「援助希求行動」の意識を醸成する

総合的な安全対策の強化に取り組んでいく

問

問

問

問

答

答

子供の自殺対策

スクールバス運行

町長

教育長

教育長

藤
ふじわら

原惠
け い こ

子 議員

鈴
す ず き

木　博
ひろし

 議員

【　　　　　】議員の一般質問
・答弁の動画は
QRコードから

【　　　　　】議員の一般質問
・答弁の動画は
QRコードから

未来ある
命を大切に

子どもたちに
安心 ・ 安全を！

小中学生一緒に乗車します

教育長
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第
2
次
食
育
推
進
計
画

の
成
果
と
課
題
は
。
ま

た
、
第
3
次
食
育
推
進
計
画

で
重
視
す
る
課
題
は
。

第
2
次
計
画
は
、
数
値

目
標
の
評
価
で
は
な
く
、

成
果
と
課
題
を
分
析
し
生
か

し
て
い
く
。
第
3
次
計
画
で

重
視
す
る
課
題
は
、
若
い
世

代
に
伝
統
食
や
郷
土
食
に
触

れ
る
機
会
を
通
じ
て
、
地
域

文
化
の
継
承
や
郷
土
愛
の
育

成
が
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。

「
郷
土
食
認
証
制
度
」

や
「
紫
波
ブ
ラ
ン
ド
食
」

の
創
設
に
よ
り
、
郷
土
食
の

保
護
や
地
域
経
済
循
環
へ
つ

な
げ
る
考
え
は
。

伝
統
食
や
郷
土
食
を
通

じ
て
、
地
域
の
食
文
化

継
承
、
地
域
内
消
費
の
拡
大
、

地
域
の
魅
力
発
信
に
つ
な
げ

農
林
水
産
省
は
令
和
7

年
か
ら
5
年
間
を
「
農

業
構
造
転
換
集
中
対
策
期

間
」
と
し
て
い
る
。
農
地
の

大
区
画
化
や
共
同
利
用
施
設

の
再
編
や
集
約
を
進
め
る
も

の
だ
が
、
町
の
考
え
は
。

農
業
構
造
の
転
換
は
担

い
手
確
保
や
農
業
の
持

続
性
を
高
め
る
た
め
の
方
策

の
一
つ
と
し
て
認
識
し
て
い

る
。
国
の
メ
ニ
ュ
ー
に
合
致

す
る
場
合
は
、
農
業
者
に
必

要
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

中
東
情
勢
に
よ
り
、
農

業
資
材
な
ど
の
価
格
高

騰
や
供
給
不
足
が
あ
る
。
農

業
経
営
へ
の
影
響
と
経
営
継

続
に
向
け
た
支
援
は
。

Ｊ
Ａ
や
農
業
者
か
ら
情

報
収
集
を
行
い
、
多
く

の
品
目
に
影
響
が
あ
る
と
認

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
学

校
給
食
、
産
直
、
町
内
飲
食

店
と
の
連
携
の
在
り
方
、
地

域
の
食
の
魅
力
を
生
か
し
た

取
り
組
み
を
し
て
い
く
。

地
域
団
体
、
学
校
、
農

業
団
体
、
飲
食
店
な
ど

と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、

次
世
代
へ
郷
土
料
理
を
継
承

で
き
な
い
か
。

郷
土
料
理
や
地
域
の
食

材
を
使
っ
た
料
理
な
ど

を
「
紫
波
町
食
の
匠
」
が
グ

ル
ー
プ
を
結
成
し
活
動
し
て

い
る
。
食
の
匠
を
中
心
に
次

世
代
へ
継
承
し
て
い
く
。
郷

土
料
理
の
体
験
機
会
の
創
出

と
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
た
記

録
、
保

存
の
両

面
か
ら

取
り
組

み
を
進

め
る
。

識
し
て
い
る
。
特
に
、
包
装

資
材
に
大
き
な
影
響
が
生
じ

て
い
る
こ
と
を
把
握
し
て
い

る
。
国
や
県
の
動
向
を
注
視

し
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

鳥
獣
被
害
が
深
刻
化
し

て
い
る
。
今
後
の
対
策

は
。

6
年
度
か
ら
鳥
獣
被
害

対
策
担
当
と
し
て
活
動

し
て
い
る
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
に
加
え
、
8
年
度
よ
り

鳥
獣
被
害
対
策
専
門
員
を
配

置
し
、
関
係
団
体
や
猟
友

会
、
地
域
住
民
と
連
携
し
対

策
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

電
気
柵
の
設
置
に
対
す
る
支

援
を
継
続
し
な
が
ら
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
対
策
に
取

り
組
む
。

郷土料理の継承を

農業経営の継続支援を

郷土食の体験機会を創出し取り組む

必要な対応を検討していく

問問

問

問問

問

答

答

食育推進計画

農業支援

町長町長

町長

町長町長

町長

佐
さ さ き

々木純
じゅんこ

子 議員

細
ほそかわ

川惠
けいいち

一 議員

【　　　　　】議員の一般質問
・答弁の動画は
QRコードから

【　　　　　】議員の一般質問
・答弁の動画は
QRコードから

美味しくて人に良い物
食べて欲しいな

農業者の声を
町政に届けます

　
　
　
　
　
　
　
　

健
康
診
断
・
歯
科
健
診
に

よ
る
健
康
増
進

こ
の
ほ
か
の
質
問

郷土食のひっつみ

包装資材不足が心配です
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6
月
会
議

4
月
会
議
・
6
月
第
2
回
会
議

一
般
質
問

議
会
モ
ニ
タ
ー

特
　
　
　
　
集

ま
ち
の
声

一
般
質
問

高
齢
者
の
健
康
維
持
と

介
護
予
防
の
観
点
か

ら
、
加
齢
に
伴
う
身
体
機
能

の
低
下
な
ど
を
考
慮
し
た
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く

の
か
。短

期
集
中
型
運
動
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
実
施
や
、
シ

ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
、
理

学
療
法
士
や
町
ス
ポ
ー
ツ
協

会
の
ト
レ
ー
ナ
ー
に
よ
る
指

導
を
受
け
な
が
ら
マ
シ
ン
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
運
動
教
室
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
日
常
生
活
に
必
要
な

筋
力
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

　
転
倒
予
防
な
ど
の
安
全
対

策
と
し
て
は
、
住
環
境
整
備

の
相
談
受
付
や
、
住
宅
改
修

費
の
助
成
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。

町
で
生
産
す
る
農
産
物

に
遺
伝
子
組
み
換
え
・

ゲ
ノ
ム
編
集
食
物
は
あ
る

か
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な
地

域
農
業
を
目
指
す
の
か
。

遺
伝
子
組
み
換
え
農
作

物
は
町
内
で
は
商
業
栽

培
は
し
て
い
な
い
。
ゲ
ノ
ム

編
集
技
術
を
用
い
た
農
作
物

に
つ
い
て
も
栽
培
し
て
い
る

も
の
は
確
認
さ
れ
て
い
な

い
。

　
農
業
に
関
す
る
新
た
な
技

術
に
つ
い
て
は
、
安
全
性
や

環
境
へ
の
影
響
、
地
域
農
業

と
の
調
和
な
ど
に
十
分
に
考

慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後

も
安
全
・
安
心
な
農
産
物
が

地
域
の
中
で
流
通
し
、
消
費

さ
れ
る
環
境
を
維
持
し
て
い

く
。

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

は
不
測
の
事
態
が
起
き

た
時
の
対
応
が
心
配
で
あ

る
。
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な

見
守
り
支
援
体
制
を
構
築
し

て
い
る
の
か
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
と
し
、
地

域
住
民
や
事
業
所
と
協
力
し

て
い
る
。
高
齢
者
の
見
守
り

活
動
を
行
う
事
業
や
、
徘は

い
か
い徊

高
齢
者
の
捜
索
シ
ス
テ
ム
と

し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア

プ
リ
を
活
用
し
た
事
業
を
実

施
す
る
な
ど
、
適
切
な
支
援

に
つ
な
げ
て
い
る
。

学
校
給
食
に
使
用
す
る

農
産
物
の
安
全
性
は
。

ま
た
、
地
場
産
品
の
利
用
状

況
は
。学

校
給
食
に
は
、
産
地

や
原
材
料
が
明
確
で
な

い
食
材
の
使
用
を
避
け
、
学

校
給
食
の
安
全
確
保
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
食
育

授
業
や
給
食
だ
よ
り
で
紹
介

す
る
な
ど
し
、
食
の
安
全
へ

の
関
心
や
安
心
感
を
向
上
さ

せ
る
。
今
後
も
関
係
課
と
連

携
し
、
地
場
食
品
の
利
用
拡

大
に
努
め
る
。

安心して暮らし続けるための支援は

遺伝子組み換え・ゲノム編集食品の使用は

多岐の支援体制を構築している

使用する予定は無い

問

問

問

問

答

答

高齢者支援

給食の安全

町長

町長

町長

阿
あ べ

部秀
ひでかず

一 議員

橋
はしうらえいいち

浦栄一 議員

【　　　　　】議員の一般質問
・答弁の動画は
QRコードから

【　　　　　】議員の一般質問
・答弁の動画は
QRコードから

転倒したら どうしよう、
外出が怖い

生産 ・ 食品でも
使わないで欲しい

シルバーリハビリ体操の様子

教育長
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6
月
会
議

4
月
会
議
・
6
月
第
2
回
会
議

一
般
質
問

議
会
モ
ニ
タ
ー

特
　
　
　
　
集

ま
ち
の
声

一
般
質
問

町
営
住
宅
の
建
て
替
え

は
借
上
げ
方
式
と
し
て

い
る
。
20
年
後
、
町
営
住
宅

か
ら
民
間
ア
パ
ー
ト
に
な
る

が
、
そ
の
時
に
居
住
継
続
に

支
障
を
来
さ
な
い
か
。

現
在
６
団
地
２
４
７
戸

の
町
営
住
宅
の
う
ち
、

１
４
６
戸
の
耐
用
年
数
が
経

過
し
建
て
替
え
が
課
題
で
あ

る
。
建
て
替
え
に
つ
い
て

は
、
将
来
需
要
に
柔
軟
に
対

応
で
き
、
土
地
の
取
得
や
建

設
費
な
ど
の
多
額
な
初
期
投

資
を
必
要
と
し
な
い
借
上
げ

方
式
と
し
た
。
効
率
的
な
供

給
が
可
能
と
な
る
。
20
年
後

の
返
還
に
つ
い
て
は
、
総
合

的
に
判
断
し
、
入
居
者
が
住

宅
に
困
窮
し
な
い
よ
う
対
応

す
る
。

人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
、
物
価
高
騰
や
国
際

情
勢
の
不
安
定
化
な
ど
に
よ

り
自
治
体
経
営
は
厳
し
さ
を

増
し
て
い
る
。「
攻
め
」
だ

け
で
な
く
「
守
り
」
の
視
点

が
必
要
で
は
。
ま
た
、
事
業

の
取
捨
選
択
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
、
事
業
執
行
の
優
先

順
位
は
。

地
方
創
生
に
果
敢
に
取

り
組
み
、
持
続
的
な
成

長
に
向
け
た
施
策
の
展
開
が

重
要
。
事
業
の
選
択
が
必
要

と
な
っ
た
場
合
、
人
命
を
最

優
先
に
、
社
会
情
勢
や
総
合

計
画
の
実
施
計
画
を
基
に
総

合
的
に
判
断
す
る
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

は
十
分
か
。
住
民
が
意

見
を
出
し
や
す
い
仕
組
み
が

必
要
で
は
。

新
町
営
住
宅
の
家
賃

は
、
従
前
よ
り
高
く
な

る
と
予
想
さ
れ
る
。
特
例
で

の
調
整
で
負
担
軽
減
は
ど
う

な
る
の
か
。

今
の
町
営
住
宅
の
入
居

者
が
、
新
町
営
住
宅
に

入
居
し
た
場
合
、
家
賃
が
従

前
の
家
賃
を
超
え
る
時
は
、

そ
の
差
額
を
５
年
間
か
け
て

段
階
的
に
増
額
す
る
。

手
続
の
周
知
や
幅
広
い

年
代
の
関
心
を
高
め
る

方
法
、
内
容
の
分
か
り
や
す

い
伝
え
方
に
改
善
や
工
夫
が

必
要
。住

民
提
案
型
・
参
加
型

の
予
算
編
成
手
法
を
検

討
す
る
考
え
は
。
子
ど
も
の

遊
び
場
な
ど
の
多
様
な
住
民

ニ
ー
ズ
は
、
新
設
だ
け
で
な

く
既
存
施
設
の
活
用
も
含
め

て
住
民
参
加
型
で
検
討
で
き

な
い
か
。

予
算
編
成
手
法
の
導
入

は
、
慎
重
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。
多
様
な
住
民

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
は
、
住
民

参
加
の
視
点
を
大
切
に
検
討

す
る
。

20年後、町民が困らないか

事業選択の優先順位は

総合的に判断し、対応する

人命に関わるものを最優先に

問

問

問

答

答

町営住宅

自治体経営と住民参加

町長

町長

町長

町長町長

及
おいかわ

川ひとみ 議員

村
むらかみ

上みさと 議員

【　　　　　】議員の一般質問
・答弁の動画は
QRコードから

【　　　　　】議員の一般質問
・答弁の動画は
QRコードから

心配なく暮らせる
ようにしてほしい

持続可能な
自治体経営を

住民説明会の様子

問

問
　
　
　
　
　
　
　
　

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

こ
の
ほ
か
の
質
問

　
　
　
　
　
　
　
　

町
営
駐
車
場

こ
の
ほ
か
の
質
問

※
借
上
げ
方
式
…
民
間
事
業
者
が

土
地
の
取
得
、
設
計
・
工
事
を

一
括
し
て
実
施
す
る
。
そ
れ
を

町
営
住
宅
と
し
て
町
が
20
年
間

借
上
げ
、
の
ち
に
民
間
事
業
者

に
返
還
す
る
。

新たな議会モニターのみなさん新たな議会モニターのみなさん

現在の町営住宅
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6
月
会
議

4
月
会
議
・
6
月
第
2
回
会
議

一
般
質
問

議
会
モ
ニ
タ
ー

特
　
　
　
　
集

ま
ち
の
声

議
会
モ
ニ
タ
ー

より良い議会運営のためにより良い議会運営のために

～議会モニターとの意見交換会～～議会モニターとの意見交換会～
より良い議会運営のためにより良い議会運営のために

～議会モニターとの意見交換会～～議会モニターとの意見交換会～
　議会モニターとの意見交換会を令和８年５月29日に
行いました。モニター３人からテーマごとに意見をいた
だきました。（抜粋して掲載）

　議会モニターとは　
　議会の活動状況などについて広く意見
を聴いて、議会の運営などに生かすために
設けています。任期は２年間です。

テーマ１

テーマ３

テーマ２

議会だより議会だより

議会に関心を持つためには議会に関心を持つためには

代表質問・一般質問代表質問・一般質問

モニターから一言モニターから一言

・№217号の表紙写真がとても良く、また、
予算概要の「しわ家の家計」が分かりやすい。
・一般会計予算は、町の広報紙にも載るため、
特別会計などを載
せた方がよいので
はないか。

・町民との意見交換会を増やしては。
・議員の普段の活動が見えない。日頃の広
報が必要ではないか。
・町民と議員の距離感を縮めれば、親しく
なり、議会に関心を持つのではないか。

・質問の残り時間が傍聴者には見えないの
で、工夫してほしい。
・当日にネット中継されるが、録画はすぐ

に見られない。改善
できないか。

・政治倫理審査特別委員会が令和７年に行
われた。社会常識をきちんとしてほしい。
・モニターとの意見交換会をもっと開いて
ほしかった。
・「耳でも聞ける議会だより」の音声の吹
き込みについて、町内のボランティアを
活用してはどうか。

任期：令和８年６月１日から令和10年５月31日までいただいたご意見をもとに、議会活動と
親しみやすい広報広聴活動に取り組んで
まいります。

広報広聴常任委員一同

２年間ありがとうございました。

阿
あ べ

部　重
しげ

雄
お

 さん　　　高
たかはし

橋　吉
よし

見
み

 さん

小
お が さ わ ら

笠原悦
えつ

子
こ

 さん　　　北
ほうじょう

條　　京
みさと

 さん

テーマ４

新たな議会モニターのみなさん新たな議会モニターのみなさん
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6
月
会
議

4
月
会
議
・
6
月
第
2
回
会
議

一
般
質
問

議
会
モ
ニ
タ
ー

特
　
　
　
　
集

ま
ち
の
声

特
　
　
　
　
集

シリーズ「議会の見える化」vol.8

スマホで議会を見てみようスマホで議会を見てみよう

議会の活動を紹介します

議会本会議	 1 回
議会運営委員会	 2 回
議会全員協議会	 2 回
町づくり常任委員会	 4 回
人口減少対策調査特別委員会	1 回
広報広聴常任委員会	 3 回

議会運営委員会	 1 回
議会全員協議会	 1 回
人口減少対策調査特別委員会	1 回
広報広聴常任委員会	 2 回

議会本会議	 6 回
議会運営委員会	 2 回
議会全員協議会	 2 回
予算決算常任委員会	 1 回
町づくり常任委員会	 1 回
広報広聴常任委員会	 2 回
人口減少対策調査特別委員会	2 回

４月 ５月 ６月

●紫波町議会では、議会の様子を紫波町公式LINE、紫波町公式ホームページから
視聴することができます。

※データ通信量が多くなる
ため、Wi-Fi環境での視聴
を強くお勧めします。

紫波町公式LINEを利用して視聴する方法

①「まちの魅力」
をタップ

②「町政情報」
をタップ

③「議会中継」
をタップ

④現在配信している議会
を視聴したいときには

「全て」をタップ

⑤現在行われている議会
中継を視聴したいときに
は「LIVE」をタップ

⑥視聴を開始したい
ときには「再生」を
タップ

⑦動画が再生されます

⇨⇨

⇨⇨

⇨⇨

⇨⇨

⇨⇨

ＬＩＮＥ友だち登録の方法
下のQRコードをスマートフォン
で読み取り、友だち登録を行って
ください。

紫波町
公式ＬＩＮＥ

①

⑤

②

⑥

③

⑦

④
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6
月
会
議

4
月
会
議
・
6
月
第
2
回
会
議

一
般
質
問

議
会
モ
ニ
タ
ー

特
　
　
　
　
集

ま
ち
の
声

ま
ち
の
声

聞かせて聞かせて

まちの声まちの声まちの声
町内の方々に寄稿していただきました町内の方々に寄稿していただきました

　
佐
比
内
で
幸
せ

　
佐
比
内
に
暮
ら
し
始
め
て
23
年
。
一

時
は
、
５
世
代
10
人
の
家
族
で
し
た
。

な
ん
に
も
知
ら
な
い
私
に
夫
の
曽
祖

母
、
祖
父
母
は
面
倒
が
ら
ず
に
優
し
く

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ご
近
所
様
へ
の

挨
拶
の
時
に
「
俺
の
娘
だ
」
と
紹
介
し

て
く
れ
た
義ち

ち父
。
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た

こ
と
を
今
で
も
思
い
出
し
ま
す
。

　
結
婚
し
て
か
ら
も
ず
っ
と
仕
事
を
続

け
て
い
る
強
く
て
優
し
い
義は

は母
。
義
母

じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
私
は
、
こ
の
家
か
ら

出
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
ほ
ど

尊
敬
し
て
い
ま
す
。

　
普
段
は
気
恥
ず
か
し
く
て
伝
え
ら
れ

な
い
け
ど
、
い
つ
も
一
緒
に
い
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
。
佐
比
内
で
暮
ら
せ
て

幸
せ
で
す
。

橋
はしもと

本さおりさん
（佐比内地区）

　
医
療
と
地
域
を
つ
な
ぐ
挑
戦

　
私
は
、
救
急
救
命
士
と
し
て
長
年
消

防
の
現
場
で
医
療
に
携
わ
っ
た
経
験
を

生
か
し
、
昨
年
、
岩
手
県
初
の
民
間
救

急
会
社
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
医
療
処
置
が
必
要
な
方
の
病
院
間
の

転
院
搬
送
や
長
距
離
搬
送
、
終
末
期
の

患
者
さ
ん
の
一
時
帰
宅
支
援
な
ど
を
通

じ
て
、
患
者
さ
ん
が
「
自
宅
で
家
族
と

過
ご
し
た
い
」
と
い
う
願
い
や
、
遠
方

に
住
む
ご
家
族
が
「
親
を
身
近
で
支
え

た
い
」
と
い
う
思
い
を
背
負
い
、
岩
手

県
の
地
域
医
療
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
紫
波
町
は
人
と
の
つ
な
が
り
が
温
か

く
、
新
し
い
挑
戦
を
応
援
し
て
く
れ
る

町
で
す
。
こ
の

町
へ
の
感
謝
を

忘
れ
ず
、
こ
れ

か
ら
も
紫
波
町

か
ら
医
療
と
地

域
を
つ
な
ぐ
挑

戦
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い

ま
す
。

平
ひら

野
の

　雄
ゆういち

一さん
（日詰地区）

家族の絆をつなぐ患者搬送車両

仕事も楽しいです

議員が依頼に伺った際は議員が依頼に伺った際は
ご協力をお願いします。ご協力をお願いします。

　
変
わ
る
景
色
、変
わ
ら
な
い
想
い

　
私
は
、
い
わ
ゆ
る
開
拓
農
家
の
二
代

目
で
す
。
私
の
家
の
周
り
が
元
々
は
原

野
だ
っ
た
こ
と
を
思
う
と
、
今
で
は

す
っ
か
り
き
れ
い
に
な
っ
た
田
園
風
景

は
感
慨
深
い
も
の
で
す
。
そ
の
頃
は
電

気
も
水
道
も
無
い
も
の
で
す
か
ら
、
ラ

ン
プ
の
灯
り
と
沢
の
水
が
生
活
の
要
で

し
た
。

　
私
の
親
世
代
が
拓
き
、
私
た
ち
の
世

代
が
痩
せ
た
土
地
を
改
良
し
て
こ
こ
ま

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
こ
最
近
、
こ

の
地
で
生
ま
れ

育
っ
た
活
気
あ

る
若
者
た
ち
が

農
業
を
頑
張
り

は
じ
め
て
い
る

の
を
目
に
し
ま

す
。
彼
ら
の
姿

に
、
ま
だ
農
業

も
捨
て
た
も
ん

じ
ゃ
な
い
ね
、

と
感
じ
て
い
ま

す
。

細
ほそかわ

川　栄
えい

子
こ

さん
（片寄地区）

先祖が拓いた農地
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岩
手
県
紫
波
町
議
会

編
集
　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

議
会
だ
よ
り

印
刷
／
㈲
紫
波
印
刷

〒０２８−３３９２
　
岩
手
県
紫
波
郡
紫
波
町
紫
波
中
央
駅
前
二
丁
目
３
番
地
１

TEL （
０１９

）６７２
− ２１１１　

FAX（
０１９

）６７２
− ２３１１

植物油インキを使用しています

議会からのお願い　議会だよりの取材のため、議員が写真撮影に伺うことがあります。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

表紙の写真
ペ
ン
を
お
い
て

 

発
行
・
編
集
責
任
者

　
議
　
　
長
　
武
田
　
平
八

 

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
鈴
木
　
　
博

　
副
委
員
長
　
佐
々
木
純
子

　
委
　
　
員
　
吉
田
　
和
希

　
　
　
　
　
　
村
上
み
さ
と

　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
光
夫

　
　
　
　
　
　
橋
浦
　
栄
一

　
　
　
　
　
　
及
川
ひ
と
み

　

青
空
も
広
が
り
を
見
せ
、

日
ご
と
に
夏
の
訪
れ
を
感
じ

る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
定
例
会
で
は
、
地
域

課
題
や
将
来
を
見
据
え
た
施

策
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
を

行
い
ま
し
た
。
議
会
活
動
は
、

日
頃
か
ら
町
政
に
関
心
を
寄

せ
、
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ

さ
る
住
民
の
皆
さ
ま
の
支
え

に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま

の
声
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

よ
り
身
近
で
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
、
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

橋
浦　
栄
一

～給食、美味しいです！～

　
表
紙
の
写
真
は
、
紫
波
第
三
中
学
校
（
全

校
生
徒
１
１
２
人
）
の
給
食
時
間
の
様
子
で

す
。生
徒
た
ち
は「
議
会
だ
よ
り
っ
て
何
？
」

と
感
じ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
6
月
議
会
で

可
決
し
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
予
算
な
ど
、
学

校
生
活
に
関
わ
る
こ
と
も
議
会
で
審
議
し
て

い
る
こ
と
を
説
明
す
る
と
関
心
を
持
っ
て
聞

い
て
く
れ
ま
し
た
。

　
現
在
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は
開
所
か
ら
50
年

を
超
え
施
設
の
老
朽
化
が
課
題
で
す
が
、
安

全
で
お
い
し
い
給
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

6
月
会
議
で
は
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

に
関
す
る
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
今
回
の

撮
影
を
通
じ
て
議
会
が
中
学
生
に
も
身
近
な

存
在
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

みみよりの話みみよりの話 No.51No.51シリーズシリーズ

日詰駅前宮澤賢治碑日詰駅前宮澤賢治碑
リニューアルを祝う会を終えてリニューアルを祝う会を終えて

と
い
う
声
も
聞
い
た
。

　
そ
の
３
年
前
の
大
正
３
年

３
月
、
盛
岡
中
学
校
を
卒
業

し
た
賢
治
は
、
病
気
の
た
め

に
岩
手
病
院
に
入
院
し
、
そ

の
と
き
看
護
に
当
た
っ
た
日

詰
出
身
の
看
護
婦
に
恋
を
し

た
こ
と
、
そ
の
気
持
ち
を
多

く
の
短
歌
に
残
し
て
い
る
こ

と
、
そ
の
事
実
を
知
る
こ
と

で
こ
の
歌
の
謎
が
分
か
る
。

　
今
回
、
碑
面
に
は
一
応
解

説
文
を
添
え
て
い
る
が
、
一

番
い
い
の
は
そ
の
恋
の
短

歌
を
年
齢
が
近
い
中
高
生
に

朗
読
し
て
も
ら
う
こ
と
だ
と

思
っ
た
。
駅
前
の
高
橋
区
長

さ
ん
、
岡
市
赤
石
公
民
館
長

さ
ん
、
紫
波
総
合
高
校
の
大

木
校
長
先
生
な
ど
の
お
陰
で

中
高
大
生
10
人
が
参
加
し
て

く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
練
習
時
間
は
少
な
か
っ
た

が
、
中
学
生
の
名
司
会
の
誘

導
に
乗
っ
て
、
彼
ら
は
短
歌

と
文
語
詩
を
心
を
込
め
て
朗

詠
し
、
皆
さ
ん
か
ら
感
動
の

拍
手
が
贈
ら
れ
た
。
今
や
世

界
に
名
の
知
ら
れ
る
宮
澤
賢

治
で
あ
る
が
、
紫
波
の
地
に

賢
治
が
咲
か
せ
た
ロ
マ
ン
が

あ
る
こ
と
を
か
み
し
め
た
祝

う
会
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
独ど
っ
こ
あ
ん

古
庵内う

ち
じ
ょ
う城　
弘ひ
ろ
た
か隆

　
去
る
５
月
６
日
、
表
記
祝

う
会
は
駅
前
広
場
で
行
わ
れ

た
。
碑
の
除
幕
、
主
催
者
の

私
と
共
催
者
の
鎌
田
町
長
の

挨
拶
、
ご
来
賓
の
祝
辞
、
そ

し
て
中
高
大
生
の
詩
の
朗
読

が
あ
り
、
感
動
の
中
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
た
。
ご
参
加

の
皆
様
、
裏
方
の
作
業
に
当

た
っ
た
役
場
職
員
や
友
人
た

ち
に
感
謝
し
て
い
る
。
こ
の

碑
は
、
平
成
22
年
３
月
、
日

詰
駅
前
の
開
発
工
事
完
了
の

記
念
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。

　

碑
面
が
傷
ん
で
き
た
の

で
、
私
が
修
理
を
申
し
込

み
、
役
場
の
了
承
を
得
て
業

者
に
依
頼
し
た
。
完
成
し
た

ら
仲
間
を
集
め
て
賢
治
生
誕

１
３
０
年
を
し
の
ぼ
う
か
と

思
っ
て
い
た
。
あ
り
が
た
い

こ
と
に
鎌
田
町
長
か
ら
共
催

の
申
し
出
が
あ
っ
た
。
ず
っ

と
抱
い
て
い
た
夢
が
実
現
で

き
る
と
思
っ
た
。

　
賢
治
は
盛
岡
高
等
農
林
の

３
年
生
の
と
き
「
さ
く
ら
ば

な　
日
詰
の
駅
の
さ
く
ら
ば

な　
風
に
高
鳴
り
こ
こ
ろ
み

だ
れ
ぬ
」
と
詠
ん
で
い
る
。

駅
名
が
読
み
込
ま
れ
て
い
る

の
で
建け

ん
碑ぴ

の
場
所
と
し
て
は

ふ
さ
わ
し
い
が
、
こ
の
歌
だ

け
で
は
、
賢
治
が
、
な
ぜ
心

を
乱
し
た
の
か
分
か
ら
な
い

短歌を朗読する中高大生
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